[bookmark: _GoBack]第1回　場の言語・コミュニケーション研究会

日時　　2013年3月30日（土）14:00～17:00
場所　　早稲田大学27号館（小野梓記念館）304教室
主催　　場の言語・コミュニケーション研究会
　　　　　　　　　　　（科研費基盤研究・研究課題番号A11517500）
＜研究プログラム内容＞
14:00～14:30　本研究会・本日の講演について
　　　　　（大塚正之）
14:30～16:00　講演「場とコミュニケーション」
（清水博・東京大学名誉教授）
16:00～17:00　講演を踏まえ,今後の進行について

［場の言語・コミュニケーション研究会とは？］
　場の言語・コミュニケーション研究会は、言語やコミュニケーションに関する問題をテーマとし、これを場の理論に基づいて研究している科学研究費補助金・基盤研究（C）・「言語コミュニケーションにおける場の理論の構築～近代社会の問題解決を目指して」（研究代表者大塚正之）のメンバーが中心となって設立した研究会です。言語学、コミュニケーション理論について、近代の枠組に囚われず、広く研究しようと考える研究者が中心となり、研究を進めたいと考えています。

［第1回講演について］
場の言語・コミュニケーションとは、場の理論に基づいて言語やコミュニケーションの問題を取り上げるもので、その理論の根底には、言語に限らず、広く議論されている場の理論があります。場の言語を学ぼうとする場合、その基底にある場の理論を理解することが必要不可欠です。この度、ご講演をいただく清水博先生は、日本における場の理論研究の第一人者であり、永年にわたり、複雑系に於ける場の理論についてご研究をされておられ、現在NPO法人場の研究所の所長をなさっておられます。場の言語学を研究するにあたっては、その基礎にある場の理論、場の考え方を理解することが必要不可欠であります。言語やコミュニケーションについて関心のある方は、研究会メンバーに限らず、ぜひご参加ください。
（問合せ先：櫻井千佳子（武蔵野大学） c_sakura@musashino-u.ac.jp）


＜開催場所案内図＞　２７号館（小野梓記念館）　下図の㉗です。
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JR高田馬場駅から早稲田大学行きバス
（早大正門行き学バスのほか、早稲田行きのバスに乗車正門前下車）
東西線早稲田駅から徒歩５分
（３ｂ出口右方向に進み、最初の信号［馬場下町交差点］を右折し直進すると
　道路左側に南門、右側にレストラン高田牧舎27-8が見えてくる。その先の
　コンビニ27-10の道路をはさむ向かい側が27号館。その２階になります）
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